
平
成
十
一
年
よ
り
平
成
二
十
年
ま
で
、
年
一
回
の
ペ
ー
ス
で
開
催
し
た
公
開
講
演
会
「
シ
リ
ー
ズ

自
然

と
神
道
文
化
」
の
第
一
回
か
ら
第
三
回
ま
で
の
記
録
を
再
編
集
し
た
『
自
然
と
神
道
文
化

１
』
が
出
版
さ

れ
て
よ
り
、
は
や
一
年
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。
お
か
げ
さ
ま
で
皆
様
よ
り
好
評
を
得
て
お
り
、
我
が
国

古
来
の
伝
統
文
化
、
思
想
と
し
て
育
ま
れ
て
き
た
神
道
的
な
価
値
観
、
自
然
観
の
良
さ
が
、
現
代
社
会
を
生

き
る
人
々
に
一
人
で
も
多
く
理
解
さ
れ
、
そ
し
て
個
々
の
暮
ら
し
に
役
立
て
て
戴
き
た
い
と
い
う
、
私
ど
も

の
願
い
が
少
し
で
も
伝
わ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
喜
ん
で
い
る
次
第
で
す
。

さ
て
、
本
書
は
『
自
然
と
神
道
文
化
』
の
第
二
輯
で
す
。
本
書
で
は
、
公
開
講
演
会
の
第
四
回
（
平
成
十

四
年
六
月
二
十
二
日
「
樹
と
神
道
文
化
」）、
第
五
回
（
平
成
十
五
年
六
月
二
十
八
日
「
火
と
神
道
文
化
」）、

第
六
回
（
平
成
十
六
年
六
月
二
十
六
日
「
土
と
神
道
文
化
」）
の
講
演
会
を
も
と
に
再
編
集
し
た
も
の
で
す
。

書
籍
化
す
る
に
あ
た
っ
て
、
幾
度
も
校
正
の
労
を
お
執
り
下
さ
っ
た
講
師
の
先
生
方
に
あ
ら
た
め
て
感
謝
申

はじめに



し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
第
一
輯
に
引
き
続
き
出
版
を
引
き
受
け
て
戴
い
た
株
式
会
社
弘
文
堂
に
心
よ
り
御

礼
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

本
書
を
先
に
刊
行
さ
れ
た
第
一
輯
『
自
然
と
神
道
文
化
（
海
・
山
・
川
）』
と
併
せ
て
お
読
み
戴
く
こ
と
で
、

日
々
進
歩
す
る
現
代
の
科
学
技
術
文
明
の
な
か
に
あ
っ
て
、
古
よ
り
日
本
人
が
育
ん
で
き
た
自
然
と
人
々
と

の
暮
ら
し
の
あ
り
方
を
学
び
、
現
代
に
役
立
て
る
た
め
の
一
粒
の
種
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

平
成
二
十
一
年
十
一
月
三
日

財
団
法
人
神
道
文
化
会
専
務
理
事

松
山
文
彦
（
東
京
大
神
宮
宮
司
）
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中
村
陽
一

日
本
は
森
と
文
明
が
長
い
間
共
存
し
て
き
た
唯
一
の
国
で
し
た
。
こ
れ
は
世
界
史
の
中
で
他
に
例
を
見
な
い
奇
跡
と

い
っ
て
い
い
ほ
ど
の
事
実
で
す
。
水
田
が
広
が
る
平
地
と
木
々
に
覆
わ
れ
た
山
々
。
こ
の
日
本
人
に
と
っ
て
馴
染
み
深

い
風
景
の
中
に
、
わ
れ
わ
れ
の
祖
先
が
長
い
間
育
ん
で
き
た
人
と
自
然
が
共
存
す
る
知
恵
と
思
想
が
隠
さ
れ
て
い
る
の

で
す
。
日
本
の
歴
史
の
中
で
森
と
人
は
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
き
た
の
か
、
世
界
の
文
明
の
歴
史
と
対
比
し
な
が
ら
探

森と文明を考える



っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

世
界
史
を
環
境
科
学
的
に
見
る
と
、
文
明
の
歴
史
は
ま
さ
に
森
林
破
壊
の
歴
史
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

約
一
万
年
前
と
い
わ
れ
る
農
耕
文
明
の
発
祥
以
来
、
人
間
は
そ
の
生
存
基
盤
で
あ
る
森
を
破
壊
し
続
け
て
き
ま
し
た
。

四
大
文
明
と
呼
ば
れ
る
エ
ジ
プ
ト
、
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
、
イ
ン
ダ
ス
、
黄
河
を
は
じ
め
、
数
多
く
の
文
明
は
そ
の
繁
栄
と

と
も
に
ほ
と
ん
ど
例
外
な
く
森
林
破
壊
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
の
で
す
。

古
代
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
文
明
に
世
界
最
古
の
物
語
と
い
わ
れ
る
「
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
叙
事
詩
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
物
語

は
『
旧
約
聖
書
』
の
「
ノ
ア
の
箱
舟
」
の
原
型
と
思
わ
れ
る
洪
水
伝
説
を
含
む
壮
大
な
物
語
で
、
主
人
公
「
ギ
ル
ガ
メ

シ
ュ
」
は
四
千
六
百
年
前
に
実
在
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
都
市
国
家
「
ウ
ル
ク
」
王
で
す
。
こ
の
物
語
の
中
に
、
ギ

ル
ガ
メ
シ
ュ
が
町
を
造
る
た
め
に
、
レ
バ
ノ
ン
杉
の
森
（
写
真
１
）
を
伐
採
す
る
話
が
あ
り
ま
す
。

レ
バ
ノ
ン
杉
は
「
杉
」
で
は
な
く
「
松
」
の
一
種
で
、
現
在
の
レ
バ
ノ
ン
か
ら
シ
リ
ア
、
そ
し
て
ト
ル
コ
の
南
部
に

か
け
て
鬱
蒼
と
茂
っ
て
い
ま
し
た
。
レ
バ
ノ
ン
杉
の
森
は
「
フ
ン
バ
バ
」
と
い
う
守
護
神
に
よ
っ
て
守
ら
れ
て
い
ま
し

た
が
、
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
は
壮
絶
な
戦
い
の
末
に
、
フ
ン
バ
バ
の
首
を
討
ち
取
り
ま
す
。
そ
し
て
レ
バ
ノ
ン
杉
を
切
り
倒

し
、
筏
を
組
ん
で
ユ
ー
フ
ラ
テ
ス
川
を
下
り
都
市
に
運
ん
だ
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

第一部 樹と神道文化



こ
れ
は
ま
さ
に
人
間
に
よ
る
森
林
破
壊
の
原
点
と
も
い

え
る
物
語
で
す
。
そ
し
て
、
こ
こ
に
記
さ
れ
た
森
林
破
壊

は
、
近
年
行
わ
れ
た
花
粉
分
析
に
よ
っ
て
、
歴
史
的
事
実

で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
土
の
中
に
長
い
間

腐
ら
ず
に
残
る
植
物
の
花
粉
に
よ
っ
て
過
去
の
植
生
を
調

べ
た
結
果
、
実
際
に
八
千
年
以
上
前
か
ら
レ
バ
ノ
ン
杉
の

森
は
激
し
く
伐
採
さ
れ
、
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
王
の
時
代
で
あ

る
四
千
六
百
年
前
に
は
そ
の
多
く
が
失
わ
れ
て
い
た
と
い

う
の
で
す
。

レ
バ
ノ
ン
杉
は
耐
久
性
に
優
れ
、
す
ば
ら
し
い
芳
香
を

持
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
文
明
を
築

い
た
数
々
の
王
朝
の
宮
殿
等
に
使
わ
れ
た
他
、
商
品
と
し

て
各
地
に
輸
出
さ
れ
ま
し
た
。

森
林
破
壊
は
古
代
エ
ジ
プ
ト
で
も
起
こ
り
ま
し
た
。
た

と
え
ば
約
四
千
五
百
年
前
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
（
写
真
２
）
の

建
設
に
は
、
石
材
を
運
ぶ
船
や
陸
上
で
の
運
搬
に
使
う
コ

ロ
と
し
て
、
大
量
の
木
材
が
使
わ
れ
ま
し
た
。
な
に
し
ろ

写真１ レバノンの山中に僅かに残されたレバノン杉

森と文明を考える


